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『2017 年度「教員研修会」「学外 FD 関連研修会参加支援」報告書』発刊にあたって 

 

教育推進機構長 

西川 利文 

 

このたび、2017 年度の FD 研修に係る活動をまとめた本報告書を発刊することとなりました。 

昨今求められている教育の質保証は、公正な成績評価なしに実現することはできません。しか

し、その重要性を認識しつつも、実践となるとなかなか思うようにいかず、悩んでおられる先生

方も多いのではないでしょうか。毎年開催する FD 研修のアンケートからも成績評価への悩みや

難しさへのご意見は多くいただきます。 

そこで 2017 年度も 2016 年度に引き続き、「成績評価」をテーマに研修会を開催し、多くの先

生方にご参加をいただきました。2016年度は学内の5名の先生方に事例報告をいただきましたが、

2017 年度は京都大学の山田剛史先生をお招きし、具体的な評価の実践方法に加え、評価をいかに

学生の主体的な学びにつなげていくかをお話しいただきました。成績評価の定義の確認から始ま

り、ワークショップも行っていただきました。ワークショップは教員内で評価に関する悩みを共

有した後、課題（レポート）の成績評価を行うものでしたが、同じ課題でも教員間で大きく評価

のバラつきが出たようで、改めて公正な評価の難しさを実感されたことと思います。しかし、山

田先生のお話にもありましたように、公正な評価をすることは学生の学習の指針にもなり、主体

的な学びを引き出すことにつながっていくのです。適切な評価やフィードバックを行うことによ

り、学生のモチベーションを維持し、大学での学びを能動的に捉えてもらうようにしなければな

りません。この研修をきっかけに、「評価」という作業を単に学生に「成績を与える」作業とはせ

ず、「学びを促進する」作業と捉え、正しい成績評価の実践に取り組んでいただくことを切に願っ

ております。本報告書を実践にお役立ていただけますと幸甚です。 

また、上記の研修会のほかに教育推進課では、学外の研修への参加費、交通費を助成する「学

外 FD 関連研修会参加支援」も引き続き行いました。例年、利用者は 10 名前後で推移しています

が、さらに多くの先生方に学外の研修会に参加して、他大学の先進的な取り組みを持ち帰ってい

ただき、ご担当の授業等に反映していただきたいと思います。 

最後に、教育推進課では今後も継続してこのような研修会を実施し、FD 活動を推進していき

ます。活動への先生方のご理解、ご協力をよろしくお願いいたします。 
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このような作業を経て、評価基準を作っていく。そして、学生にも評価の基準の表を配

っておくと、学生自身が事前にチェックすることもできる。さらに、TA（ティーチング・

アシスタント）、SA（スチューデント・アシスタント）を巻き込んで作業をすれば、教育効

果も持たせられる。評価の基準観点をしっかり見せないと学生のモチベーションが下がっ

てしまう。評価基準を明らかにし、学生自身に自分をモニタリングさせる。 

評価は、こういうことができるようになってほしいという教員の学生に対する、宣言、

約束でもある。評価基準を開示することにより、感情に振り回されず教員も公正な評価が

できる。また、学生にフィードバックすることで、具体的に何が足りなかったかを学生も

知ることができる。学習評価は成績を付けるだけでなく、それを通して学生の主体的な学

びを引き出すことができるのである。 
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主　　　　　　　　　 催       東京電機大学

企 画 名 称 ・テーマ

開 催 日 ・  会  場      2018年2月15日（木）  東京電機大学　東京千住キャンパス丹羽ホール

参 加 者 所　属      歴史学部　歴史学科

東京電機大学大学教育再生加速プログラム(AP)フォーラム

テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）・Ⅱ（学修成果の可視化）複合型中間成果報告

参　加　報　告

FD関連研修会　参加報告書

【研修会の趣旨】

　東京電機大学が採択された大学教育再生プログラム「テーマⅠ（アクティブ・ラーニング）・Ⅱ

（学修成果の可視化）複合型」について、進捗状況の中間報告。

【研修会の概要】

　APプログラム推進の責任者である 2 名(汐月哲夫氏・工藤一彦氏)の報告、および東大・栗田佳

代子氏によるアクティブ・ラーニングの方法および効果に関する講演から構成されていた。

　汐月氏の報告は、APに関連する物身のALの実践例と、成績評価の可視化に向けての取り組みが

紹介された。また工藤氏の報告では、東京電機大学のvalueルーブリック作成の取り組みを中心に

学修成果の可視化に向けての各種方策が紹介された。本学と同じLMS(gakuen)を使用されていて、

ポートフォリオの活用方法に関する方向性に関して興味をひかれた。

　栗田氏の講演は、授業内容に応じた効果的なALの活用方法が実例を通じて報告され、実際の授

業にどのように活用できるかのヒントを得た。

【本学のFD活動における検討課題】

　APという補助金による事業という性格にもよるのではあろうが、何とか成果を形に仕上げよう

ともがいておられるような印象を受けた。それ自体決して悪いことではなく、一定の見識をもっ

て推進しておられるのは十分にわかるが、「アクティブ・ラーニング」や「学修成果の可視化」

が最終目標になっていて、先進事例を取り込んで何とか「形」にすることを目指しておられるよ

うである。この傾向は、翌日に参加したシンポジウムでの事例報告でも垣間見られた。

　補助金を有効に使えるのなら良いとは思うが、「当たってしまったから」何かをやるというの

では、AP事業の本質から離れるのではないか。本学のように必ずしも大学教育改革の「強力な推

進者」がいない大学では、補助金によるのではなく、地道に教学改革に取り組むのもーつの方向

性だと考える。

　とりあえず本学では、現在の大学教育における、「カリキュラムとは何か」「シラバスとは何

か」「成績評価をどのように行えばよいか」ということを、着実に定着させていくのもーつの方

向性ではないかと考える。

　また栗田氏の講演は、ALの様々な手法や考え方をワークもまじえて話してぃただいたので、今

後の授業展開でのALを行う際の参考になった。ALを行うのが目的ではなく、ALで学生がどのよう

な力を付けられるのかが重要であることを再確認した。こういう点を、FDを通じてもう一度確認

するのも必要だと考える。

　最後に、東京電機大学のAP事業は、大学単位ではなく、未来科学部という学部が中心に行って

いるものだと、同席した同大学の先生から教えていただいた。本学でも、先進的な学部を中心

に、改革事業を積極的に行うのも一案ではないかと考えた。
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